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1.8年間でのべ1,000名以上の学⽣が参加
2.1⽇、5⽇程度、１ヶ⽉、３ヶ⽉以上のプログラム開発
3.体験から企画・新規事業など、規模・業種も様々

様々な種類のプログラム開発と実践

⼤学におけるインターンシッププログラムの開発

特筆した成果（受賞歴・書籍）

企業向けのインターンシップ

インターンシップに関連する研究

1.⽇本インターンシップ学会
第4回・第5回槇本記念賞、秀逸な事例

2.COC +事業 唯⼀の中間・最終S評価
3.専⾨職⼤学の開設の実質的現場責任者
（⽇本初の⼤学の学部・学科としての設⽴）
4.インターンシップ書籍3冊

1.企業向けの1⽇プログラムセミナー
100社以上の参加

2.個別アドバイス・プログラム策定など
10社以上

3.⾏政・中間⽀援団体へのアドバイス
G-net、瀬⼾市役所など

1. 15件以上の論⽂（うち、査読付き論⽂8件）
2. 地域創⽣・コーディネーター・企業向け・⼤学の

プログラム開発・事例（学⽣・企業など）



2019年4月～
2021年3月

名古屋産業大学
現代ビジネス学部
准教授

・マーケティング
・経営戦略
・地域ビジネス論
・地域ネットワーク論
・インターンシップ
・ゼミナール

・キャリアデザイン
・共創・フューチャーセンター
・地域連携論
・インターンシップ
・長期インターンシップ
・企業調査実習
・統計調査実習
・プロジェクト実習
・社会創造実習

名古屋産業大学
現代ビジネス学部
経営専門職学科
准教授

2021年4月～

岐阜大学
地域協学センター
特任助教

・インターンシップ 多数
・自己省察と将来のキャリア設計
・地域産業と企業戦略入門
・地域資源の活用と観光デザイン
・イノベーション型インターンシップ
・プロジェクト型インターンシップ
・産業リーダー実践
など

2016年4月～
2019年3月

名古屋経営短期大学
・インターンシップ
・ゼミナール

非常勤講師
・人的資源管理論
・リーダシップ
・少子高齢化と福祉・労働

1.学部外の部局

新規事業としてのIS
プログラムの設立

2.学内での改善・変革

ISプログラムの改善

3.新設大学での新規教育
プログラムの設立

ISプログラム新規設立

その他：長期実践型インターンシップ、行政や企業のプログラム設計 など
（中間支援団体）

0.大学外

ボランティア
学生支援



2024年3月 ミネルヴァ書房 定価：2,200円（税
込）

編著者︓1.今永典秀
著者︓(アイウエオ順）

2.市川⼤佑 3.伊藤淳司 4.岩出朋⼦ 5.岡本⻯太
6.掛川遥⾹ 7.⽊村亮介 8.桑畑夏⽣ 9.佐々⽊梨華
10.篠⽥啓介 11.⽩⽊邦貞 12.新村拓也 13.須⼦善彦
14.髙⽊朗義 15.髙濱優⼦ 16.⽥中勲 17.棚瀬規⼦
18.中川⽞洋 19.浜中裕之 20.坂野充 21.松林康博
22.⽔⾕⾐⾥ 23.南⽥修司 24.宮原知沙 25.森⼭奈美
26.渡辺⼀⾺

◎ ⻑期実践型インターンシップ経験者の追跡調査と体験談集
◎ インターンシップをキャリア形成に最⼤限活かす⽅法
◎ コーディネーターからの的確なアドバイス集
◎ 役⽴つWeb紹介など充実のコラム21本

⽇本で初めて、「⻑期」の範囲をカバーした、学⽣に対する教科書
・⼤学における授業（⻑期以外にも・キャリア教育・ゼミナールk）
・企業のインターンシップの事前研修
・インターンシップを⾏う事業主体の⽅へ

長期実践型インターンシップの教科書



「長期実践型インターンシップ」とは？

一か月以上の長期間で、
専属のコーディネーターが学生と企業双方に、
事前・インターンシップの実施中・事後にわたって、
伴走支援を行うことで、
企業の事業価値を高めながら、
学生の教育効果の実現を両立するインターンシップ



1.自己紹介

2.大学におけるインターンシップの課題
3.名古屋産業大学の経営専門職学科（長期インターンシップ）の導入プロセス
(1)学生に対する教育（教育プログラム、関与方法、評価方法など）
(2)企業に対するアプローチ（事前・途中・事後）
(3)学内の体制、協力体制の整備
4.まとめ（メッセージ）



(私の感じている)課題認識
1.教員同士で連携して実施することの困難さ
2.教員と職員の関係性
3.インターンシップの担い手、協力関係者
4.学生の参加意欲とプログラムのマッチング
（学生がそもそも参加者が少ない）
（単位だから参加する学生と、プログラムのミスマッチ）
5.実施しようとしても、予算や人を配置してもらえない（理解に乏しい）
→その割には色々やって欲しいと適当に無責任に言われる
6.企業との関係性・企業との連携の困難さ
7.尖ったプログラムをすればするほどリスクは高く、どうやって学生に活躍させるか？
8.実践と研究（成果の取りまとめ）との乖離・ギャップ
9.単純にめちゃくちゃストレスが溜まるのをどうやって落ち着けるのか？



実践から見えてきたメリット・デメリット
企業などが
任意で実施

学内の正課外・プ
ロジェクト

学内での改善 新規の取り組み（学部
新設）

学生の参加の誘導 大変 少し大変 連携が可能 必修とすることもでき
る

教職員の連携 困難 学内との連携が困
難

既存と新規の対立 他と比べると優位 組
織化できるか

機動的な実施 可能 早くもできる 困難 改善よりは早い

自由度・特殊なプ
ログラムの実施

可能 可能性が高い 困難 新規に組み込めるが、
改善は工夫が必要

大学の教育ポリ
シーとの一体化

困難 困難 改革は困難 新規に組み込める

体系的なプログラ
ムの実施（事前・
事後などの連携）

困難 困難 改革は困難 新規に組み込める

特徴（メリット） 機動的に自由に実
施

機動的・自由度 学生の参加 連携・体系性を確立で
きる

課題 教育プログラムと
の連携

大学・学部との連
携・体系性

改革のスピード 大変・労力はかかる



⼤学のインターンシップへの学⽣参加率が少ない

⼤学で学んだ知識・技能技術と合致していない

1ヶ⽉以上のプログラム（⻑期）が困難

⽇本の⼤学における「インターンシップ（特に⻑期）」の課題・限界

企業主体のインターンシップは8割以上
⼤学の単位化参加率は1割以下

課題1

課題2

課題3

インターンシッププログラムの品質
⼤学における専⾨⼈材の不⾜

⻑期（1ヶ⽉以上）が教育効果が⾼い
⼀⽅、実施率は1％以下

学⽣のニーズとのミスマッチ問題
（プログラムが微妙なのか︖）

誰が、良いインターンシップ
プログラムを作れるのか︖

教育効果が期待できる反⾯、障壁は⾼い状況にある
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(3)学内の体制、協力体制の整備
4.まとめ（メッセージ）



⼤学のインターンシップへの学⽣参加率が少ない
（10％以下と⾔われている）

⼤学で学んだ知識・技能技術と合致していない
（企業任せで、社会⼈基礎⼒を養成するにとどまる）

1ヶ⽉以上のプログラム（⻑期）が困難 ⻑期は１%以下︖
（受⼊企業の開拓の難しさ、プログラム設計ノウハウ）

専⾨職⼤学の制度を活⽤し「インターンシップ（特に⻑期）」を展開する

全員必修授業 600時間以上の実習
課題1

課題2

課題3

3分の１以上が実習科⽬
実務家教員4割以上

（本学の場合）
インターンシップ専⾨⼈材2名が
プログラムを作成
（企業・外部業者に丸投げしない）

（専⾨職⼤学の制度）

（専⾨職⼤学の制度）
実習の科⽬名 担当 時期 ⾝につける能⼒ 技術・技能（タスク）
企業調査実習

今永典秀
2年前期 企業の現状分析、改善提案 企業分析（SWOT分析、3C分析 5F分析）

プロジェクト実習 2年後期 顧客データ活⽤、計画・事業推進 企画策定・マーケティングリサーチ（ケーススタディ）
統計調査実習 2年後期 市場・業績データの分析・活⽤ 企業分析・アンケート調査分析

ビジネス情報処理実習
世古雄紀
（実務者）

1年後期 デジタルデータ活⽤の基礎 テクノロジーの幅広い知識・デジタルデータの基礎
データベース実習 2年前期 デジタルデータの活⽤ データベース理解・データの加⼯技術（Access)
データサイエンス実習 2年後期 データを活⽤した推進能⼒ Pythonの基礎・データサイエンスのビジネスへの展開



経営専⾨職学科の養成する⼈材像
デジタルデータの知識技能を駆使し、
企業経営や社会の変化に対応した
事業の実践を通じて、
価値創造に貢献する専⾨職⼈材を養成

DP5 デジタルデータと事業の実践的な知識技能を応⽤し、
事業の改善や価値創造を担うための職業実践⼒を⾝に付け
ている。
CP5 職業専⾨科⽬の臨地実務実習、および総合科⽬では、
デジタルデータと事業の実践的な知識・技能を応⽤し、
職業実践⼒を養成する。

名古屋産業⼤学 建学の精神
職業教育を通して社会で活躍できる⼈材を養成する

2021年4⽉ ⽇本で初めて（今でも唯⼀）
「専⾨職⼤学の制度を活⽤した」学科を設⽴

デジタルデータ活⽤・経営 領域の専⾨職⼈材養成



名古屋産業⼤学の経営専⾨職⼈材
１）デジタルデータの知識技能を備えた⾼度な実践⼒
２)事業に関する⾼度な知識と豊かな創造⼒を有し、事業の価値創造に貢献できる⼈材

養成する⼈材
「デジタルデータの知識技能を駆使し、企業経営や社会の変化に対応した事業の実践を
通じて、価値創造に貢献する専⾨職⼈材を養成する」

企業経営

社会の変化に対応

価値創造

デジタルデータ系
＝統計処理技術✖情報データ活⽤
事業実践系
＝ 事業開発・調査
✖ 事業計画・価値
✖ 事業共創
✖ 実践

専⾨職⼈材

事業実践系
・ 事業開発・調査
・ 事業計画・価値算定
・ 事業共創
・ 実践

デジタルデータ系
統計処理技術
情報データ活⽤

本学における「デジタルデータ」の定義︓主にAI、IoT、ビックデータなどの数値デー
タであり、その中で事業の実践プロセスに関するデータと、これを評価する業績データ、
市場データ、顧客データなどの企業経営に関するデータを対象とする

本学の建学の精神︓「職業教育」をとおして社会で活躍できる⼈材の育成



⼀般・基礎科⽬

ディプロマ・ポリシー

デジタルデータの知識技能を駆使し、企業経営や社会の変化に対応した事業の実践を通じて、
価値創造に貢献する専⾨職⼈材を養成する

AP1 聞く・話す・読む・書くというコミュニケーション能⼒の基礎を⾝に付けている⼈
AP2 主体性を持ち、コミュニケーションをとりながら協働し、実践的な知識の習得に取り組む意欲がある⼈
AP3 デジタルデータ活⽤の技能技術を⾝に付けるための基礎学⼒と統計処理に必要となる論理的な思考⼒を有する⼈
AP4 ⾼等学校の教育課程で⾝に付けた基礎的な知識や技能をもとに、企業経営、デジタルデータの分野に関⼼を持ち、⾃らの考えを説明できる⼈
AP5 デジタルデータの知識や技能を活⽤し、豊かな創造⼒を⾝につけ、企業・組織の発展に貢献する意欲がある⼈

養成する⼈材像

CP1
社会⼈としての教養、
⼀般的・汎⽤的能⼒
とキャリア形成⼒、
コミュニケーション
能⼒を養成する

CP2

企業経営に関す
る知識を養成す
る

CP3 

デジタルデータの
活⽤に関する実践
的な知識技能を養
成する

CP4

事業に関する
実践的な知識
技能を養成す
る

CP5

デジタルデータと事業
の実践的な知識技能を
応⽤し、職業実践⼒を
養成する

CP6

社会の変化に対応
し、事業の実践に
隣接する応⽤⼒を
養成する

職業専⾨科⽬
専⾨基礎教育科⽬

デジタル
データ系

DP1
社会⼈としての教養、
⼀般的・汎⽤的能⼒
とキャリア形成⼒、
コミュニケーション
能⼒を⾝に付けてい
る

DP6
社会の変化に対応
し、デジタルデー
タの活⽤や事業の
実践に隣接する応
⽤的な能⼒を修得
している

DP5
デジタルデータと事業
の実践的な知識技能を
応⽤し、事業の改善や
価値創造を担うための
職業実践⼒を⾝に付け
ている

事業

事業
実践系

デジタル
データ

社会の変化実践企業経営社会⼈としての
⼀般的・汎⽤的能⼒

職業専⾨科⽬
専⾨教育科⽬

職業専⾨科⽬
専⾨教育科⽬

職業専⾨科⽬・総合科⽬
臨地実務実習

展開科⽬

カリキュラム・ポリシー

アドミッション・ポリシー

教育課程

DP4
事業に関する
実践的な知識
技能を⾝に付
けている

DP3
デジタルデータの
活⽤に関する実践
的な知識技能を⾝
に付けている

DP2
専⾨職業⼈と
しての基盤と
なる企業経営
に関する知識
を⾝に付けて
いる

養成する人材像と3つのポリシーの関係性



本学の建学の精神︓「職業教育」をとおして社会で活躍できる⼈材の育成

カリキュラムマップ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
⼀般・基礎科⽬

職業専⾨科⽬

専⾨基礎科⽬

専⾨科⽬

臨地実務実習

展開科⽬

総合科⽬

・教養科⽬・コミュニケーション科⽬
20単位以上
（必修18単位）

・キャリアデザインⅢ・キャリアデザインⅠ ・キャリアデザインⅡ

・経営学総論
・簿記
・マーケティング
・会社法

・経営管理論
・ファイナンス
・地域経済論
・ビジネスエコノミクス

・企業調査実習

・インターンシップ
・⻑期インター
ンシップⅠーⅢ
(18単位）

・事業価値創造実習Ⅰ

・共創・フュー
チャーセンター

・地域⽂化とまち
づくり

・コミュニティ⼼理学

・ヘルスケアマネジメント

DP1 ⼀般・基礎科⽬は、社会⼈としての豊
かな⼈間性やキャリア形成⼒、コミュニ
ケーション能⼒を重視した⼀般的・汎⽤的
能⼒を養成する教育内容で構成する

DP2 職業専⾨科⽬の専⾨基礎教育
科⽬は、企業経営に関する知識を
養成する教育内容で構成する

DP3 職業専⾨科⽬の専⾨教育科⽬は、デ
ジタルデータの活⽤に関する実践的な知
識技能を養成する教育内容で構成する

DP4 職業専⾨科⽬の専⾨教育科⽬
は、事業に関する実践的な知識技
能を養成する教育内容で構成する

DP6 展開科⽬では、社会の変化に対
応し、事業の実践に隣接する応⽤⼒
を養成する教育内容で構成する

DP5 職業専⾨科⽬の臨地実務実習、および
総合科⽬では、デジタルデータと事業の実
践的な知識技能を応⽤し、職業実践⼒を養
成する教育内容で構成する

CP1社会⼈としての教養、⼀般的・汎⽤
的能⼒とキャリア形成⼒、コミュニ
ケーション能⼒を⾝に付けている

CP2専⾨職業⼈としての基盤となる
企業経営に関する知識を⾝に付け
ている

CP3 デジタルデータの活⽤に関する実践
的な知識技能を⾝に付けている

CP4事業に関する実践的な知識技能
を⾝に付けている

CP5デジタルデータと事業の実践的な知識
技能を応⽤し、事業の改善や価値創造を
担うための職業実践⼒を⾝に付けている

12単位以上
（必修10単位）

必修２0単位

20単位以上
（必修8単位）

必修4単位

必修20単位

48単位以上
（必修40単位）

デジタル
データ系

事業実践系

合計124単位以上
(必修100単位）

・基礎ゼミナールⅠ ・基礎ゼミナールⅡ ・基礎ゼミナールⅢ

・事業概論
・事業の調査と分析

・専⾨ゼミナールⅠ ・専⾨ゼミナールⅡ ・専⾨ゼミナールⅣ・専⾨ゼミナールⅢ

・事業価値創造実習Ⅱ

専⾨ゼミナール

・プロジェクト実習

必修8単位

80単位以上
（必修70単位）

・データベース実習

・デジタルデータ活⽤

・統計学基礎

・統計処理とデータ
マイニングⅠ
・統計処理とデータ
マイニングⅡ

・統計調査実習

・データサイエンス実習

・ビッグデータの活⽤

・⼈⼯知能とIoT

・ビジネス情報処理実習

必修12単位

・基礎ゼミナールⅣ

創
造
⼒

実
務
⼒

専
⾨
知
識
・
技
能

総
合
⼒

教
養

・事業共創

・⼈⼯知能とIoTの活
⽤のイノベーション

・商品開発実践
・事業計画実践
・事業価値算定

・事業改善実習

・社会創造実習

・地域連携論

・ソーシャルイノベーション

CP6社会の変化に対応し、デジタル
データの活⽤や事業の実践に隣接す
る応⽤的な能⼒を修得している

・サービスイノベーション
・事業データ概論

・事業計画と資⾦調達
・事業採算分析

（応用(イノベーション）選択）

3科目から1科目以上
（2単位以上）

・ダイバーシティと
⼥性活躍推進

・共⽣社会福祉・モラルと共感の⼼理学

・観光地域開発

・地域公共政策

・ワークライフバランスと
ワーケーション・地域スポーツコミッション

・環境⽣態学

・⼈材育成と組織開発

デジタルデータの知識技能を駆使し、企業経営や社会の変化に対応した
事業の実践を通じて、価値創造に貢献する専⾨職⼈材を養成する

養成する⼈材像
名古屋産業⼤学が育成する「経営専⾨職⼈材」
１）デジタルデータの知識技能を備えた⾼度な実践⼒
２)事業に関する⾼度な知識と豊かな創造⼒を有し、事業の価値創造に貢献できる⼈材

・データベース

・経済学
・情報⼊⾨



カリキュラムツリー

ゼミナール

DP6 社会の変化に対応し、デジ
タルデータの活⽤や事業の実践
に隣接する応⽤的な能⼒を修得
している

DP5デジタルデータと事業の実践
的な知識技能を応⽤し、事業の
改善や価値創造を担うための職
業実践⼒を⾝に付けている

1年⽣

⼀般基礎
科⽬

職業専⾨科⽬
専⾨基礎科⽬

2年⽣

3年⽣

4年⽣

DP4 事業に関する実践的な知
識技能を⾝に付けている

DP3 デジタルデータの活⽤に関す
る実践的な知識技能を⾝に付けて
いる

DP2 専⾨職業⼈としての基
盤となる企業経営に関する
知識を⾝に付けている

デジタルデータの知識技能を駆使し、企業経営や社会の変化に対応した事業の実践を通じて、価値創造に貢献する専⾨職⼈材を養成する

ゼミナール

デジタルデータ系

実習は⾚字
必修は下線

講義

講義

講義

デジタルデータ活⽤︓総務（情報
系・事業・業務改善）

サービス業を中⼼とし、その他の業
種のデータ分析・活⽤の職種

データ分析︓マーケティング・財務会計・経営企
画（事業・業務分析、事業⽴案・企画、推進）

４セメ終了時
ゼミ確定

職業専⾨科⽬
専⾨科⽬

臨地
実務実習

総合
科⽬

臨地実務実習 ⻑期インターンシップⅠーⅢ

展開
科⽬

専⾨
ゼミナール

総合科⽬

展開科⽬

展開科⽬

卒業研究

専⾨
ゼミナール

基
礎

基
礎
・
実
践

実
践

統
合

発
展

卒業後の
進路イメージ

養成する⼈材象

2020年8⽉20⽇

事業実践系
事業の
調査・開発統計処理 情報 事業計画

価値算定
事業共創

臨地実務実習 インターンシップ
・企業調査実習

・事業概論

・プロジェクト実習

・事業データ概論

・事業計画と資⾦調達

・共創・フュー
チャーセンター

・事業共創

・社会創造実習

実践

・事業改善実習

・事業の調査と分析

・データベース実習

・統計処理とデータ
マイニングⅠ

・統計調査実習 ・データサイエンス実習

・ビジネス情報処理実習

・⼈⼯知能とIoT活⽤のイノベーション ・ソーシャルイノベーション ・サービスイノベーション

・商品開発実践 ・事業計画実践

・統計処理とデータ
マイニングⅡ

・デジタルデータ活⽤

・⼈⼯知能とIoT

・事業採算分析

・ビッグデータの活⽤

・事業価値創造実習Ⅰ

・事業価値創造実習Ⅱ

・キャリア
デザインⅢ

・キャリア
デザインⅠ

・キャリア
デザインⅡ

・経営学総論
・簿記
・統計学基礎
・マーケティング
・経営管理論
・ファイナンス
・地域経済論

DP1 社会⼈としての教養、⼀般
的・汎⽤的能⼒とキャリア形成
⼒、コミュニケーション能⼒を
⾝に付けている

３科⽬中１科⽬以上選択する

・地域⽂化とまちづくり
の未来

・コミュニティ⼼理学

・ヘルスケアマネジメント

・地域連携論

・環境⽣態論

・モラルと共感の⼼理学



○⼀般基礎科⽬ キャリア教育・ゼミナール、他教養科⽬
豊かな⼈間性・職業倫理・コミュニケーション能⼒を養成
○実践的知識・技能を座学で学ぶ
デジタルデータ系︓統計処理技術と情報データ活⽤
事業実践系︓事業調査・開発、事業計画・価値算定、事業共創と実践

○体系的な実習プログラム(合計40単位)
デジタルデータ系と事業実践系の知識・技能・技術を習得するための、体系的な実習科⽬の配置
実務経験を有する教員と、実務者による実践的な実習講義

○豊かな創造⼒を⾝につける展開科⽬
社会変化に対応する⼒、職業専⾨科⽬の隣接領域の他分野科⽬ 地域創⽣・社会課題

○インターンシップ実習(20単位）
2年⽣の夏休みは10⽇間、3年⽣の前期は約3ヶ⽉間、学んだ知識を⽣かし
た実践的な企業での実習を経験できる

座学 実践
段階的な体系的プログラム

実践経験豊富な教員

⼀般基礎科⽬︓20単位

職業専⾨科⽬︓80単位

うち実習科⽬︓40単位

展開科⽬︓20単位



(1)学生に対する教育

1年 4年

座学 座学 座学
1

実習 実習 実習
4

2 3 5

事業
領域

デジタ
ルデー
タ領域

プロジェクト
実習

座学

2年 3年

インターンシップ

⻑期イ
ンター
ンシッ
プ

名古屋産業⼤学では、インターンシップの専⾨領域で実践経験を有する2名の実務家教員が担当し、
企業開拓・プログラム作成、学⽣の事前学習、伴⾛⽀援、事後学習などを⾏う点に特徴がある。

理論
理論

実践

実践
理論
実践

実践
（理論）



経営専⾨職学科の養成する⼈材像

実務家教
員 8名

学内の運営体制

地域連携センター
（2021年新設）
教育課程連携協議会
（2021年度新設)
職業教育研究センター
（2022年度新設)

うち2名
⻑期インターンシップ

専⾨⼈材

既存学科の限界を専⾨職⼤学の制度
を活⽤することで「⼤改⾰を実現」
・学⽣の参加（必修へ）
・理論と実践の往還
・職業専⾨能⼒の養成

⻑期インターンシップの⽬的

・科⽬名「⻑期インターンシップ1.2.3」 3年前期、必修科⽬ 18単位（各6単位）
・参加学⽣︓15名（3年⽣在籍者全員） 約90⽇間の就業体験
・受⼊企業︓⼤冷⼯業、名古屋紡績、尾張陸運、堀商会、オフィス浅井、SOWAKA、G-
net、わくわくスイッチ、菊武学園→地域の中⼩企業及び、中間⽀援団体を中⼼に選定

・担当教員︓インターンシップ専⾨⼈材2名
・プログラムの特徴

Step1 業務補助を通した就業体験
Step2 企業の課題特定を⽬指した現状把握
Step3 課題解決に向けた実践

・測定する能⼒
「基礎」13項⽬ コミュニケーション能⼒や礼儀作法などの⼀般的・汎⽤的能⼒
「志向・態度」9項⽬ 経営専⾨職⼈材としてのキャリア意識や態度
「知識・理解」9項⽬ 事業を実践し、推進するための知識や理解
「技能」21項⽬ 事業を実践し、推進するための技術・技能・能⼒

キャリア⽀援委員会

専⾨⼈材2名の企業向けプログラム設計ノウハウ
→⼤学の教育⽬的と、インターンシッププログラムを合致させ、

企業が学⽣を受け⼊れたいプロジェクトを設計できる
企業との連携

実務家教員が中⼼となり
情報共有・連携して実施
1名 情報のみなし実務家教員
1名 税理⼠資格の実務家教員
他は、研究能⼒を有する実務家教員

名古屋産業⼤学 経営専⾨職学科 ⻑期インターンシップ１・２・3 の特徴

デジタルデータと事業の実践的な知識技能を応⽤し、
職業実践⼒を養成すること

デジタルデータの知識技能を駆使し、企業経営や社会の変化に対応した
事業の実践を通じて、価値創造に貢献する専⾨職⼈材を養成

企業との連携

企業ニーズを教
育課程へ反映

実践を形式知化
（研究推進）

持続可能・改善が促進する仕組みへと改⾰

DP5 デジタルデータと事業の実践的な知識技能を応⽤し、事業の改善や価値創造を担う
ための職業実践⼒を⾝に付けている
CP5 職業専⾨科⽬の臨地実務実習、および総合科⽬では、デジタルデータと事業の実
践的な知識・技能を応⽤し、職業実践⼒を養成する。

連携協定先の瀬⼾市役所による作成（企業への周知サポート）



学⽣ 企業シーズとニーズが合致

企業は、⻑期間実施したい（学⽣と⻑く実践したい）
学⽣は、必須プログラムで全員参加のプログラムで実現

デジタルデータの知識技能を駆使し、企業経営や社会の
変化に対応した事業の実践を通じて、価値創造に貢献す
る専⾨職⼈材を養成

＜養成する⼈材・知識・技能・技術が明確＞

事業創造・企画、デジタルデータ活⽤
（IT)→⼈材不⾜・企業の課題

＜地域中⼩企業の課題＞

どの企業・部署でも学⽣が実
⾏可能なタスクが多く存在

Step1 業務補助を通した
就業体験

Step2 企業の課題特定を
⽬指した現状把握

Step3 課題解決に向けた
実践

＜実習内容＞
主に事業
「企業調査実習」
「プロジェクト実習」
「統計調査実習」
主にデジタルデータ活⽤
「ビジネス情報処理実習」
「データベース実習」
「データサイエンス実習」 企業の事業課題解決

（事業価値創造）

企業の負担が少なくて、
メリットのある内容。
緊急度は低いが、やった
ほうが良い内容（リスク
が少なく実践できる

学⽣の専⾨能⼒向上の
実践的課題（教育効果）

⼤学
（専⾨⼈材）

企業学⽣

専⾨
⼈材

教
員

教
員

教
員

教
員

教
員事前

事後

学⽣・企業と双⽅の伴⾛⽀援
事前・事後で実務家教員と連携
PDCAサイクルを回すことが可能

A:事業領域（企画）
インターンシップ
実践者・研究者
書籍・論⽂など多数

B:元SE（IT領域）
⻑期実践型イン
ターンシップの社
会起業家

インターンシップ専⾨⼈材の共創に向けた連携学⽣の教育効果と、企業の事業価値を両⽴するインターンシッププログラムの仕組み

事前︓社会⼈基礎⼒・マナー
に加え、⽇報の作成、報告・
連絡の実施、アンケート調査、
インタビュー調査、データ分
析、顧客ヒアリング、企画書
作成、計画策定、事業計画の
策定を「実習」で学習

実習中︓3つのステップに基づ
き専⾨職業能⼒を養成。Slack
を活⽤し毎⽇⽇報を確認、中
間振り返り、都度助⾔を実施

事後︓振り返り・⽬標設定に
加え、事後の「実習」科⽬と
連携

事前︓実務家教員が、数多くの企業と接触し、養成す
る⼈材と、⻑期インターンシップでの実践内容（事
業・デジタルデータ活⽤）が可能な企業を選定。選定
した企業と協議し、企業の「タスク」を理解し、その
上で、対話して提案する）

実習中︓学⽣の⽇報や⾯談をもとに状況を伝える。さ
らに、企業からの状況報告・希望を踏まえて、定期的
にプロジェクト内容をカスタマイズ・微調整する

事後︓次年度に向けた振り返りを⾏う（多くの企業は、
学⽣にもっと⻑い時間滞在してほしい。アルバイトや
業務委託、就職してほしいとの希望が発⽣）

経営領域において学⽣の教育効果と企業の事業価値を両⽴
させるプログラムの開発した

対学⽣
対企業



体系的なプログラム 事前・事後
1年⽣
前期

2年⽣
前期

1年⽣
後期

2年⽣
後期 3年⽣前期

長期インターン
シップ

ケーススタディ
ディスカッション

企業での実践
経営の基礎理論
デジタルデータの基礎理論

座学と主に学
内での実習座学

グループワーク学習

DP5
デジタルデータと事業の実践的な知識技能
を応⽤し、事業の改善や価値創造を担うた
めの職業実践⼒を⾝に付けている

DP4
事業に関する実践的な知識
技能を⾝に付けている

DP3
デジタルデータの活⽤に関する実践的な知識技能を⾝に付けている

DP2
専⾨職業⼈としての基盤となる企業経営に関する知識を⾝に付けている

3年⽣
後期

4年⽣
前期

4年⽣
後期

主に学内
での実習

自分のテー
マを実践

ビジネス情報
処理実習

事業改善実習
社会共創実習

事業系実習

情報系実習

企業調査実習 プロジェクト実習
統計調査実習 事業価値創造

実習1.2
データサイエ
ンス実習

データベース
実習



開学段階で、評価⽅法を策定済

経営専⾨職学科の養成する⼈材像

インターンシップ先とも共有し
学⽣が何ができるようになったか︖
どのような経験をインターンシッププログラ
ムの中で、企業で働く中で⾝につけて欲しい
かを設定。
当該領域が実現できるプログラムを企業と、
インターンシップ専⾨⼈材で協議して設計

デジタルデータの知識技能を駆使し、
企業経営や社会の変化に対応した事業の実践を通じて、
価値創造に貢献する専⾨職⼈材を養成

デジタルデータと事業の実践的な知識技能を
応⽤し、職業実践⼒を養成する



ビジネスマナー 社会⼈基礎⼒を基盤に設定



1.デジタルデータ分析
2.経営領域（マーケティング・ファイナンス・企画）
→どの企業の実習でも「学ぶ内容」を標準化した



・学生向けの品質シート



(2)企業に対するアプローチ

・プログラムは丸投げはしない。

・事前にこちらの教育プログラムの説明

・実際にやって欲しい内容や入れて欲しいこと
留意点などを丁寧に伝える
（大学で学んだこと、実務でやって欲しい内容）

・企業の関与方法を検討する（1時間から長期間まで）

企業との連携のポイント



・企業向けの品質基準シート
項⽬ ★ ★★ ★★★ ★★★★

事前準備

1基礎準備

プログラムをサポートする専属のコーディネーター及びキャリアコンサルタントが決
まっている。プログラムの実施“前”と実施後に関係者で品質基準のチェックし、取り組
みの⾒直し機会を設けている。また、関係者で基準チェックを総合に実施することの必

要性を理解している。

2
カリキュラムと
の接続

⼤学が提供するカリ
キュラム（少なくと
も１つ以上の授業）
とプログラムの関係
性を⽰せている

⼤学が提供する複数
のカリキュラムとプ
ログラムの関係性を
⽰せている

⼤学か提供する複数
のカリキュラムとプ
ログラムの内容が連
動したプログラム設
計になっている。

⼤学が提供するカリ
キュラムとプログラ
ムが相互的に好循環
を⽣み出す設計に
なっている。（理論
と実践の往還）

3
時間の使い⽅
（流れ）

プログラムの概要と
実習の開始・終了時
間が決まっている

プログラムのの具体
的内容と実習の流れ
や時間割が決まって
いる

時間割に加えてプロ
グラムの意図や狙い
まで設定された計画
になっている

プログラムに関して
だけでなく、事前準
備や実習外で必要な
取り組み等がまとめ
られ、教育効果が⾼
い内容になっている。

4受⼊体制（⼈）

受⼊側として⼤学等
が提供する受⼊団体
向け基礎研修を受講
している（担当者が
変更した場合、都度
受講）。受⼊責任者
が明確になっている。

受⼊責任者とは別で
相談役（＝メン
ター）が配置されて
いる

受⼊⽬的や、学⽣の
情報（特性・志望動
機等）が事前に社内
関係者と共有されて
いる

受⼊⽬的や実習内容
に加え、評価指標が
整えられており、関
わる社内全体に共有
されている

5
受⼊体制（仕組
み）

交通経費・保険・機
密保持契約など実習
上最低限必要な取り
交わし内容や、使⽤
する機材・資材（Ｐ
Ｃや制服など）が準
備されている

報告・連絡・相談の
ルールやプロセスが
あらかじめ明確に
なっている

朝礼や定期ミーティ
ングなど関係者との
コミュニケーション
機会や交流の場が準
備・計画されている

定期的に振り返り
ミーティングや、企
業・学⽣それぞれの
相互フィードバック
の機会が準備されて
いる

プログラム設計

1
コンテンツの設
計

プログラム全体の
50％以上の就業体験
や実践が含まれてお
り、説明会や労働⼒
確保を⽬的とした設
計ではない

キャリア観醸成を促
すために、就業体験
に加え、働く⼈との
交流や企業⾵⼟・⽂
化を体感できる機会
が⽤意されている。

プログラム全体が、
実習⽬的に対して⼀
貫性をもって設計さ
れており、学⽣に
とってわかりやすく
⽰されている

プログラムが、受⼊
企業にとっても本質
的な課題やチャレン
ジに紐づいて設計さ
れている（様々な学
⽣が参加可能な標準
化されたプログラム
になっている）

2就業体験の品質

業務体系に対して、
意図の説明や振り返
り機会を設けている
（単純作業や体験で
あった場合も）

単純アルバイト等で
は経験することが難
しい業務体験・実践
ができる

業務改善提案や事業
開発などチャレンジ
ングな業務体験・実
践ができる

様々な業務に対して、
体験で終わらず実践
レベルでPDCAサイ
クルを回す試⾏錯誤
の経験機会と継続的
な内省機会を設けて
いる

3

学⽣の学び・気
づき
①⽬的の明確化

参加⽬的を明確に
なっており、関係者
に共有されている

学⽣と事前⾯談等を
実施し、⽬的のすり
合わせが⾏われてい
る

学⽣の参加⽬的と実
習内容のすり合わせ
が⾏われており、受
⼊企業側の期待も共
有されている

学⽣・受⼊企業のそ
れぞれの⽬的を共有
した上で、共通の
ゴールが設定されて
いる

4

学⽣の学び・気
づき
②⽬標設定

インターンシップを
通じた学習・成⻑⽬
標を⽴てている

インターンシップを
振り返るための指標
が設定されており、
達成度をはかる仕組
みができている

インターンシップを
振り返るために個⼈
⽬標を踏まえた指標
や評価基準を設定し
ており、個別対応で
達成度がはかれる仕
組みができている

インターンシップ⽣
の振り返りの機会を
定期的に設けており、
再設計や改善に取り
組みやすい仕組みが
できている

5

学⽣の学び・気
づき③フィード
バック

受⼊企業からフィー
ドバックの機会が⽤
意されている

関係する社員から学
⽣に対しフィード
バックをもらえる機
会が設けられている

受⼊担当者がフィー
ドバックに関しての
専⾨性を磨き、学⽣
にとって学び・気づ
きが深まる体制が整
えられている

インターンシップで
の学びに関して、受
⼊企業と学⽣が相互
に意⾒交換や振り返
りができる機会が定
期的に設けられてい
る

6企業理解

企業理解を深める機
会がプログラムの中
に設計されている

企業情報だけでなく、
社員交流などを通じ
て⾵⼟や⽂化を理解
できる機会が設計さ
れている

現場・経営陣等企業
を構成する様々な視
点から企業を学べる
機会が設計されてい
る

企業の過去や未来、
これからのチャレン
ジなど多⾓的に学ぶ
機会が設けられてい
る

広報

1募集要項(職種)

何に挑戦できるプロ
グラムか判断できる
募集になっている

得られる経験や学び
がイメージできる募
集になっている

どんな学⽣に向いて
いるプログラムなの
か整理されている

出会える⼈や実習で
取り組むテーマなど
が具体的で、プログ
ラムの参加⽬的に応
じて検討できる募集
になっている

2
募集要項(プロ
グラム)

期間や実習時間、必
要な条件など基礎的
なことが説明されて
いる

スケジュールやプロ
グラムの概要が記載
されている

プログラムの難易度
や求められるスキル
などが記載されてい
る

インターンシップに
よる学びだけでなく、
企業や社会への影響
や波及効果について
も記載されている

マッチング 1選考

学⽣の情報や志望動
機を事前に理解して
採⽤している

学⽣の選考（対⾯、
オンライン、書類選
考等）を実施後に採
⽤している

学⽣の選考を担当者
だけでなく、関わる
社員や経営陣など複
数で実施後に採⽤し
ている

選考に加え、イン
ターンシップの実施
にあたるリスクや不
安、また期待などを
相互にすり合わせる
機会を設けている

振り返り 1
インターンシッ
プの振り返り

学⽣が振り返る機会
を設けている

学⽣だけでなく受⼊
企業も振り返る機会
を設けている

学⽣と受⼊企業が個
別に振り返るだけで
なく、相互にフィー
ドバックし振り返る
機会を設けている

学⽣と受⼊企業だけ
でなく、⼤学やコー
ディネート機関など
第三者も交えた振り
返りの機会を設けて
いる

項⽬ ★ ★★ ★★★ ★★★★



中間支援団体
（プロ集団）

オーナー企業
あとつぎ

大学の近隣
企業

その他

G-net
わくわくスイッチ

大冷工業
堀商店
オフィスあさい
名古屋紡績

SOWAKA
尾張陸運

大冷工業
堀商店

大学のOBの企業エネファント

2023年度

2024年度

愛知県中小企
業家同友会

尾張旭市役所

中間支援団体（インターンシップ専門）と連携し、中小企業の経営者（候補）や、
大学の近隣の企業などとバランスよく実施。受入先を育てながら、大学と中長期
的な長期のインターンシップができるような状態を整備
（先端企業の事例を発信し、それをもとに学び合える仕組みへ）



企業でのゲスト
登壇（１Day）

企業への訪問
（見学・体験）

PBLなどの課題
提示・発表会

インターンシップ
（長期）

会社説明会
（企業展）

企業にとっての大学との接点

インターンシップ
（1週間程度）

広報

採用

実践

擬似
体験

認知

少ない多い



(3)学内の体制・協力体制の整備
・役割分担：誰が、何をやるのか？

職員 担当教員 他教員

事前：書類締結 教育・企業 学生指導

途中：緊急対応 個別フォロー サポート（特にトラブル対応）

事後： なし 個別フォロー 学生指導

やるべきことを洗い出し、
誰が対応するか検討する

企業学⽣

専⾨
⼈材

教
員

教
員

教
員事前

事後

インターンシップ専⾨⼈材の共創に向けた連携



(3)学内の体制・協力体制の整備
1.組織的な対応
学科単位、委員会での対応

2.教員のモチベーション・仲間づくり
学会・共同研究、外部の講演

3.学内での興味関心を高めるために
（学生の活躍、外部からの表彰、外部からの声）

4.予算の確保＝経費削減(効率化した運営）

5.トラブル時に対応（協力体制・報告連絡相談）
（そもそもトラブルを起きないようにするための労力）

委員会

研究

外部との交流
会議の開催

確保は困難だが
削減は業務改善で可能
（まだまだ課題多い）



1.自己紹介
2.大学におけるインターンシップの課題
3.名古屋産業大学の経営専門職学科（長期インターンシップ）の導入プロセス
(1)学生に対する教育（教育プログラム、関与方法、評価方法など）
(2)企業に対するアプローチ（事前・途中・事後）
(3)学内の体制、協力体制の整備

4.まとめ（メッセージ）



・大学での長期インターンシップ実施のポイント

• 大学・学部 として一体とした運営が可能な状態になっているのか？
（ディプロマポリシーや、カリキュラムポリシー、中期計画などに入っているのか？）
→入っていない場合は、どのようにして実行する余地があるか検討し実践する。
属人的な活動から、組織的、全学的な活動へと昇華させられているか？

• 学生に対する教育プログラムが構築されているか？
インターンシップ（複数ある場合もあり）を中心に、事前事後のプログラムの設計
→何ができる状態になるのか？（ルーブリックのようなものを活用・策定する）
・1つのプログラムの質を高める
・前後の関連性を設計できているか？

・上記を実現するために具体的にどのような連携を地域の企業とともに実施していくのか？
・地域での関係者、応援者・理解者を作っていけるのか？
・明確なメッセージを出す（採用目的だけの大企業なんか（業者含む）とは付き合いませんよ）



課題はこれらのどこの問題なのか？それは、どのように対応しているのか？
すべきなのか？優先順位やボトルネックはどこなのか？を考え、改善を重ねていく

1プログラムの話

授業改善・設定
の話

複数の授業の話

全学部的なプロ
グラムの話

個人の能力・情
報・スキル

プログラムの策
定の話

実務的な話
（担当者の接し方）

教員・職員との
連携の方法

継続的な支援

企業の募集・協
力の方法

教員・職員の連携

事務・予算・人材
（人数）

権限・委員会組織

外部との連携方法
窓口

教員同士の連携

企業学内教育 学内の整備



インターンシップはどうあるべきなのか
学外での実践機会・成長の最大化
・自己理解・将来のキャリア
・職業能力（技能・技術）、非認知能力の向上
・業界・企業の理解、仕事とは何か、働くとは何か
・学外・世代を超えた関係性

企業

学生

大学

企業にとっても魅力がある関係づくり
・企業の事業価値・社内改革への貢献
・人材育成の一環（被越境学習）
・若手人材の理解
・企業の魅力向上、協働・共創による改善・改革

インターンシップの良さ・特徴を理解した取り組み
（持続的発展が可能なモデルになっているか？）
・インターンシップができること、効果があること
・インターンシップの留意点・体制整備
・学生・企業との関係性をどう構築するか
・実現に向けた組織体制・ルール、予算などの整備



長期インターンシップの魅力（学生）

長期参加覚悟・意欲

知識・技能

・業界・企業の理解、
仕事とは何か、働く
とは何か
・学外・世代を超え
た関係性

学んだことを活かし
た実践経験

自信・経験につながる

結果：就職活動の時には
「自己PR」「原体験」

社会人になってから
・経験が活かせる
・能力・自信
・関係性
・キャリア選択



長期インターンシップの魅力（企業）

長期の
プログラム

受入の手間
体制整備

・長期間学生と接する
・成果を残すプログラムが可能

・適切なプログラム
・適切な接し方
・段階的な設計

・企業の事業価値↑
・関係者の満足度↑

・人材育成への効果
・社内の改善へ

・人材育成への効果
・社内の改善へ



＜専⾨職⼤学・経営専⾨職学科、⼤学におけるイン
ターンシップ＞

今永典秀, 辻 紳⼀(2024)「経営専⾨職⼈材養成に向けた実習プログラムの開
発 -実務家教員による⻑期インターンシップ実習の事前学習の意義-」名古屋
産業⼤学論集 

今永典秀, 松林康博(2023)「専⾨職⼤学の制度を活⽤した体系的な教育プロ
グラム -名古屋産業⼤学経営専⾨職学科の事例より-」職業教育学の探究
1(1) 59-68

今永典秀(2020)「岐⾩県⽼舗企業による価値共創インターンシップ」21世
紀社会デザイン研究学会学会誌 11 76-84 2020年3⽉

今永典秀, 松林康博、後藤誠⼀、益川浩⼀(2020)「産学⾦官連携による産業
⼈材育成のための教育プログラムに関する考察」2020岐⾩⼤学教育推進・学
⽣⽀援機構年報 第5号 5 65-77

今永典秀, 松林康博、後藤誠⼀、益川浩⼀(2020)「地域連携による観光教育
プログラムの考察」2020岐⾩⼤学教育推進・学⽣⽀援機構年報 第5号 5 78-
89

今永典秀, 松林康博, 益川浩⼀(2019)「産学⾦連携による地域創⽣の取り組
みと地域デザインについて」地域デザイン学会誌 (13) 193-213

今永典秀, 松林康博, 益川浩⼀(2017)「インターンシップによる⼤学と地元
産業界の協働教育 岐⾩⼤学地域協学センター「次世代地域リーダー育成プロ
グラム産業リーダーコース」を中⼼とした 多様なインターンシップ事例よ
り」2017岐⾩⼤学教育推進・学⽣⽀援機構年報 第３号 3 79-91

＜地域創⽣・中間⽀援団体・コーディネーター＞

今永典秀(2022)「地域中⼩企業による有償ジョブ型インターンシッププログラムの構
築プロセス -愛知県瀬⼾市の建設業による⻑期実践型インターンシップより-」地域活
性研究 17(1) 39-48

今永典秀, 棚瀬規⼦, 南⽥修司(2022)「地域中⼩企業の魅⼒発⾒に向けた体験学習プロ
グラムの効果 -NPO法⼈G-netによる「オンラインシゴトリップ」の事例より-」⽇本
インターンシップ学会 研究年報 25 1-8 2022年10⽉ 

髙濱優⼦, 今永典秀(2022)「ふるさとワーキングホリデーを活⽤した地域創⽣イン
ターンシップ －岐⾩県美濃加茂市における協働事例より－」グローバルビジネス
ジャーナル 7(1) 56-63

今永典秀(2021)「地域創⽣へのインターンシップ─コーディネーターの重要性」⽇本
労働研究雑誌2021年8⽉号 73-84

今永典秀, ⿃本真⽣(2022)「中⼩企業の⻑期実践型インターンシップにおけるコー
ディネーターの存在価値ー地域中⼩企業・コーディネーター・学⽣の3者の視点からの
調査分析ー」
ノンプロフィット・レビュー 21(1) 57-70

＜⾏政＞
今永典秀(2023)「⾏政インターンシップの改善プロセス-愛知県瀬⼾市役所の部署横断
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お気軽にご連絡ください
・プログラムの作り方
・大学での展開方法
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